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寒
河
江
市
の
慈
恩
寺
は
、
国
の
文
化
審
議
会
が
本
年

六
月
二
十
日
付
け
で
、
「
慈
恩
寺
旧
境
内
」
を
国
史
跡

と
し
て
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
て
、

史
跡
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
確
実
に
な
り
ま
し
た
。 

 

慈
恩
寺
は
、
本
堂
や
本
尊
弥
勒
菩
薩
像
を
始
め
、
国

の
重
要
文
化
財
七
件
を
有
し
、
と
り
わ
け
平
安
・
鎌
倉

期
の
仏
像
は
、
国
指
定
五
件
三
〇
躯
、
県
指
定
五
件
二

二
躯
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
ら
多
く
の
文
化
財
が
総
合
的

に
史
跡
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。 

〈
特
別
寄
稿
〉 

記
録
史
料
か
ら
見
る 

慈 

恩 

寺 
 河

北
町
誌
編
纂
委
員
会
委
員
長 

（
『
山
形
県
史
』
慈
恩
寺
史
料
、
解
説
者
） 

北 

畠 

教 

爾 

〈慈恩寺を構成する主要史跡位置図〉寒河江市教育委員会『図録慈恩寺修験資料』所収。 
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こ
こ
で
は
、
改
め
て
、
慈
恩
寺
を
記
録
史
料
の
う
え

か
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

◇
『
山
形
県
史 

慈
恩
寺
史
料
』
（
資
料
編
十
四
） 

こ
れ
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七

四
）
年
三
月
で
し
た
。
五
八
三
点
の
文
書
を
一
、
〇
〇

〇
頁
に
し
た
も
の
で
す
。
収
集
し
た
史
料
は
、
山
形
大

学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
最
上
院
文
書
を
中
心
に
し
た

も
の
で
す
が
、
一
山
の
中
で
も
宝
蔵
院
・
華
蔵
院
・
宝

林
坊
・
東
林
坊
・
梅
本
坊
・
禅
林
坊
・
東
光
坊
・
松
蔵

坊
・
竹
内
坊
・
箕
輪
寺
領
代
官
富
樫
家
・
最
上
院
役
人

軽
部
家
な
ど
に
も
調
査
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

量
的
に
は
決
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
慈
恩
寺
で
は
近
世
文
書
の
場
合
、
主
要
な
も

の
は
、
各
院
や
坊
で
そ
れ
ぞ
れ
写
し
持
っ
て
い
る
場
合

が
多
く
、
慈
恩
寺
一
山
の
歴
史
を
知
る
記
録
史
料
と
し

て
、
現
在
も
そ
の
任
に
耐
え
う
る
も
の
で
し
ょ
う
。 

◇
『
本
山
慈
恩
寺
文
書
調
査
報
告
書
』 

 

山
形
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
昭
和
六
十
三
年
三

月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
六
十
年
か
ら
三

年
間
に
亘
っ
て
慈
恩
寺
の
各
院
・
坊
そ
の
他
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
慈
恩
寺
関
係
の
文
書
を
調
査
し
て
、
そ
の
目

録
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。
悉
皆
調
査
を
目
指
し
て
、

点
数
に
し
て
一
五
、
八
四
四
点
の
文
書
目
録
を
作
成
し

ま
し
た
が
、
今
に
し
て
み
る
と
完
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

所
蔵
者
数
は
、
慈
恩
寺
関
係
一
五
カ
所
・
他
三
カ
所
の

計
一
八
カ
所
で
し
た
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
う

ち
、
最
上
院
・
宝
蔵
院
・
華
蔵
院
の
文
書
と
阿
部
酉
喜

夫
・
北
畠
教
爾
所
蔵
文
書
な
ど
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル

ム
化
さ
れ
て
、
山
形
県
立
図
書
館
・
寒
河
江
市
立
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
研
究
利
用
に
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇
『
寒
河
江
市
史 

慈
恩
寺
中
世
史
料
』 

 

平
成
九
年
三
月
、
慈
恩
寺
の
中
世
史
料
を
「
解
読
版
」

と
「
写
真
版
」
に
わ
け
て
出
版
し
た
も
の
で
す
。
慈
恩

寺
は
中
世
史
料
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
宝
林

坊
文
書
は
、
中
世
文
書
を
中
心
に
、
昭
和
三
十
二
年
八

月
に
三
八
通
が
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
県
史
の
慈
恩
寺
史
料
の
調
査
中
に
、
新
た
に

東
林
坊
や
梅
本
坊
他
の
史
料
も
発
見
さ
れ
て
、
中
世
文

書
も
厚
み
を
増
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
土
地
証

文
（
土
地
売
券
状
や
補
任
状
）
で
慈
恩
寺
の
土
地
所
有

秩
序
の
有
様
を
示
し
ま
す
。
古
文
書
二
六
〇
点
、
印
信

一
五
一
点
、
金
石
文
二
六
点
で
す
。
た
だ
慈
恩
寺
の
歴

史
の
流
れ
か
ら
判
断
し
て
、
寛
永
年
間
ま
で
の
文
書
を

採
録
し
て
い
ま
す
。
な
お
宝
蔵
院
と
華
蔵
院
に
遺
存
し

て
い
た
印
信
を
加
え
た
の
も
特
色
で
し
ょ
う
。
現
在
、

新
し
く
発
見
さ
れ
た
も
の
や
、
記
載
漏
れ
な
ど
一
〇
余

点
を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

◇
『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』 

 

昭
和
五
十
五
年
三
月
に
東
北
歴
史
資
料
館
か
ら
発

刊
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
慈
恩
寺
一
切
経
の
存
在
を
明

ら
か
に
し
た
記
録
史
料
と
し
て
重
要
で
す
。
こ
の
調
査

報
告
書
に
よ
っ
て
、
平
安
後
期
の
慈
恩
寺
一
切
経
写
経

事
業
が
、
現
地
慈
恩
寺
で
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
、

平
安
末
期
に
も
慈
恩
寺
で
書
写
さ
れ
た
も
の
が
あ
る

こ
と
、
鎌
倉
中
期
に
は
慈
恩
寺
で
名
取
新
宮
寺
へ
の
助

成
書
写
が
な
さ
れ
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
ま
す
。
慈
恩
寺

一
切
経
が
、
慈
恩
寺
に
一
巻
も
現
存
し
な
い
だ
け
に
大

事
な
報
告
書
で
す
。 

                   

 
〈慈恩寺一山絵図〉寒河江市教育委員会『慈恩寺総合調査報告書』所

収。原本は山形県立博物館所蔵。『山形県史 慈恩寺史料』にも所収。 
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そ
の
他
、
記
録
史
料
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
も
の

を
列
挙
し
て
お
き
ま
す
。
山
形
県
史
の
慈
恩
寺
史
料
と

重
複
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
了
承
し
て
く
だ
さ
い
。 

◇
『
慈
恩
寺
年
代
集
記
・
慈
恩
寺
縁
起 

全
』 

 

寒
河
江
市
商
工
観
光
課 

昭
和
五
十
六
年
一
月 

◇
『
座
右
記
―
慈
恩
寺
宝
蔵
院
資
料
―
』 

寒
河
江
市

史
編
纂
叢
書 

第
五
十
八
集 

平
成
十
年
六
月 

◇
『
世
代
記
―
慈
恩
寺
宝
蔵
院
資
料
―
』 

寒
河
江
市

史
編
纂
叢
書 

第
六
十
二
集 
平
成
十
一
年
七
月 

◇
『
寺
司
年
中
日
記
ほ
か-

慈
恩
寺
院
坊
関
係
文
書-

』 

 

寒
河
江
市
史
編
纂
叢
書 

第
八
十
一
集 

平
成
二
十
四
年
三
月 

 

◇
『
慈
恩
寺
と
御
料
八
鍬
村
と
の
係
争
関
係
資
料
』 

寒
河
江
市
史
編
纂
叢
書 

第
八
十
二
集 

平
成
二
十
四
年
十
一
月 

 

こ
の
ほ
か
、
記
録
史
料
と
し
て
「
慈
恩
寺
柴
燈
護
摩

供
板
札
」「
扁
額
・
納
札
」「
本
堂
東
西
倉
庫
の
墨
書
（
落

書
き
）
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
前
の
二
つ
に
つ
い
て
は

一
覧
表
の
形
で
、
後
の
落
書
き
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部

が
『
慈
恩
寺
総
合
調
査
報
告
書
』
寒
河
江
市
教
育
委
員

会 

平
成
二
十
六
年
三
月
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
か
ら
、
慈
恩
寺
の
国
史
跡
指
定
を

め
ざ
し
て
慈
恩
寺
総
合
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
過
程
で
、
寒
河
江
市
教
育
委
員
会
か
ら
『
慈
恩
寺
院

坊
の
文
化
財
図
録
』
『
図
録
慈
恩
寺
修
験
資
料
』
な
ど

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

以
上
の
記
録
史
料
か
ら
、
慈
恩
寺
の
歴
史
を
概
観
し

て
み
ま
す
。 

平
安
時
代
後
期
の
慈
恩
寺
は
、
荘
園
領
主
藤
原
摂
関

家
や
、
鳥
羽
上
皇
の
保
護
の
下
に
、
現
地
で
一
切
経
写

経
事
業
が
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
陸
奥
国
の
平
泉
中
尊

寺
と
並
ぶ
天
台
教
学
中
心
の
大
寺
院
で
し
た
。 

 

鎌
倉
時
代
に
は
、
大
江
広
元
が
寒
河
江
庄
の
地
頭
に

な
り
ま
す
が
、
慈
恩
寺
に
は
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
っ
て
真

言
密
教
が
導
入
さ
れ
、
修
験
道
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
蘭
渓
道
隆
の
系
譜
を
引
く
臨
済

禅
や
、
叡
尊
・
忍
性
な
ど
の
律
宗
も
入
り
ま
す
。
平
安

時
代
か
ら
あ
っ
た
浄
土
念
仏
の
流
れ
に
加
え
て
、
室
町

時
代
に
は
一
向
派
時
宗
の
寺
院
も
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
慈
恩
寺
は
、
仏
教
の
総
合
学
問
所
的

性
格
を
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
大
江
氏
・
最
上
氏
の
保
護
を
受
け
て
き
た
慈
恩
寺
は
、

江
戸
時
代
に
は
「
一
山
三
カ
寺
持
両
宗
之
山
」
と
し
て
、

寺
領
二
、
八
一
二
石
三
斗
余
の
朱
印
状
を
得
ま
し
た
。

寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
三
カ
寺
は
、

宝
蔵
院
・
華
蔵
院
（
真
言
宗
）
と
最
上
院
（
天
台
宗
）、

両
宗
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
真
言
・
天
台
の
こ
と
で
す
。 

 

平
安
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
慈
恩
寺
は
、
鎮
護
国
家

の
祈
願
寺
と
し
て
、
ま
た
外
護
者
で
あ
る
旦
那
の
招
福

除
災
を
祈
る
寺
院
と
し
て
存
続
し
て
き
ま
し
た
。 

 

明
治
時
代
以
降
は
、
神
仏
分
離
令
や
上
知
令
に
よ
っ

て
大
き
な
打
撃
を
う
け
ま
し
た
が
、
現
在
も
、
景
観
の 

                   

う
え
か
ら
は
、
弥
勒
堂
（
本
堂
）
・
三
カ
院
を
中
心
に

し
た
慈
恩
寺
山
内
の
た
た
ず
ま
い
は
、
基
本
的
に
以
前

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
の
慈
恩
寺
は
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
、

天
台
・
真
言
両
宗
慈
恩
寺
派
と
し
て
「
瑞
宝
山 

本
山 

慈
恩
寺
」
を
名
乗
り
、
三
カ
院
と
一
七
坊
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。 

〈慈恩寺関係史料集〉『山形県史 慈恩寺史料』、『本山慈恩寺文

書調査報告書』、『寒河江市史 慈恩寺中世史料』写真版・解読

版、『名取新宮寺一切経調査報告書』、『慈恩寺年代集記 慈恩寺

縁起 全』、『寒河江市史編纂叢書』第五十八集・第六十二集・

第八十一集・第八十二集。中央は、『慈恩寺総合調査報告書』。 
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農
作
業
か
ら
庭
木
・
花
物
の
管
理
ま

で
、
園
芸
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
剪
定
鋏
。
そ
の
独
特
の
形
状
を

し
た
優
れ
も
の
が
、
山
形
県
で
生
ま
れ

た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
今
年
六
月
、
テ
レ
ビ
大
阪
制
作
の
「
和

風
総
本
家
」
と
い
う
番
組
で
、
イ
ギ
リ

ス
の
植
木
職
人
が
愛
用
し
て
い
る
山
形

産
剪
定
鋏
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
切
れ

味
や
使
い
心
地
の
良
さ
を
語
る
イ
ギ
リ

ス
職
人
の
言
葉
に
は
、
確
か
な
技
術
へ

の
絶
対
的
な
信
頼
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

放
映
に
先
立
ち
、
同
局
か
ら
資
料
提
供

を
求
め
ら
れ
、
本
室
で
も
、
関
係
資
料

の
収
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

 

山
形
で
剪
定
鋏
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
明
治
の
半
ば
（
明
治

二
十
五
年
頃
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

野
鍛
冶
職
人
で
あ
っ
た
最
上
川
屋
の
松

本
弥
三
郎
が
山
形
の
鍛
冶
町
で
始
め
た

の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
期

に
入
り
、
弥
三
郎
ら
が
そ
の
振
興
に
努

め
、
発
展
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
剪

定
鋏
は
、
従
来
、
養
蚕
の
た
め
の
桑
の

剪
定
用
と
し
て
作
ら
れ
、
や
が
て
、
果

樹
園
や
一
般
園
芸
へ
と
用
途
を
拡
大
し

て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
、

全
国
需
要
の
半
数
以
上
を
生
産
す
る
ま

で
に
至
り
、
海
外
へ
も
輸
出
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

山
形
鍛
冶
町
で
は
、
古
く
か
ら
、
鎌
・

鍬
・
包
丁
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
後
期
に
は
刀
工
も
生
ま
れ
、
そ
の

後
の
打
刃
物
技
術
に
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
明
治
三
十
九
（
一
九
〇

六
）
年
に
は
山
形
打
刃
物
組
合
が
結
成

さ
れ
ま
す
が
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
の
山
形
県
主
催
奥
羽
連
合
共
進
会
を

機
に
、
翌
年
、
山
形
鍛
冶
業
組
合
を
結

成
し
て
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ
ま
す
。 

 

日
本
の
近
代
産
業
を
担
っ
て
き
た
蚕

糸
業
。
繭
は
米
と
並
ぶ
重
要
農
産
物
で

あ
り
、
桑
生
産
に
欠
か
せ
な
い
剪
定
鋏

は
、
道
具
と
し
て
の
評
価
を
高
め
て
行

く
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
山
形
市
で
開

催
さ
れ
た
全
国
産
業
博
覧
会
に
は
、
一

道
三
府
三
九
県
・
朝
鮮
・
台
湾
等
か
ら

一
四
万
四
、
六
四
六
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
が
、
第
六
部
諸
工
業
の
部
に
は
、

地
元
山
形
か
ら
何
点
か
の
剪
定
鋏
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
名
誉
大

賞
牌
・
名
誉
牌
（
打
刃
物
製
品
は
該
当

な
し
）
に
次
ぐ
金
牌
に
「
山
形 

佐
藤

四
助
」
の
「
剪
定
鋏
」
、
銅
牌
に
「
山
形 

衡
田
久
作
」
の
「
剪
定
鋏
」
と
「
山
形 

松
本
彌
三
郎
」
の
「
佛
国
型
剪
定
鋏
」
、

褒
状
に
「
山
形 

平
猶
右
衛
門
」
の
「
剪

定
鋏
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

最
上
川
屋
を
は
じ
め
、
弥
三
郎
に
師

事
し
た
衡
田
久
作
と
そ
の
教
え
を
受
け

た
者
な
ど
、
剪
定
鋏
づ
く
り
の
技
術
は
、

多
く
の
職
人
に
受
け
継
が
れ
、
更
な
る

逸
品
が
生
ま
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
山
形
打
刃
物
工
業
協
同
組
合
の

創
立
七
十
周
年
記
念
に
ま
と
め
ら
れ
た

剪
定
鋏
の
系
譜
が
、
そ
の
足
跡
を
伝
え

て
い
ま
す
。
本
物
志
向
が
強
い
プ
ロ
職

人
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
逸
品
。
そ
の
技

術
が
今
も
受
け
継
が
れ
、
世
界
の
人
々

に
感
動
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

（
山
内 

励
） 

 

山
形
で
生
ま
れ
た
逸
品 

「
剪
定

せ
ん
て
い

鋏
ば
さ
み

」 

〈
山
形
の
剪
定
鋏
〉 

山
形
打
刃
物
工
業
協
同
組
合

『
山
形
の
打
刃
物
』
所
収
。 

④ 



                          

                          

                          

                          

〈剪定鋏の系譜〉山形打刃物工業協同組合『創立七十周年記念式典』所収。 

〈剪定鋏の使用〉佐藤新作氏撮影写

真（昭和 11 年）。県史資料室所蔵。 

〈全国の 70％を生産する山形市の選定鋏

一筋に歩んできた衡田久作さん 74 才〉 
「刃物。ことにこの剪定鋏が好きでねェ。

ひとつの鋏ができるのに必要ないろいろ

な作業。そしてそのどれをもおろそかには

出来ない。切り味を長く持たせる。それが

鋏づくりってもんです。」 
『広報やまがた』NO.838 

      昭和 48 年 12 月 1 日号表紙 
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県
史
編
さ
ん
時
の
収
集
史
料
の
中
に
、

二
つ
の
「
奥
羽
人
民
告
諭
」
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
明
治
政
府
が
通
達
し
た
原

本
の
複
写
、
も
う
一
つ
は
村
に
通
達
さ

れ
た
時
の
書
写
史
料
で
す
。
後
者
は
、

村
山
郡
横
山
村
（
現
、
大
石
田
町
）
庄

屋
寺
崎
家
文
書
で
す
。 

 

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
四
月
、
奥

羽
鎮
撫
軍
が
山
形
県
内
に
入
り
、
県
内

各
地
が
戊
辰
戦
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
交
通
の
要
所

で
あ
っ
た
大
石
田
で
は
、
官
軍
兵
や
庄

内
藩
兵
な
ど
が
往
来
し
、
徴
発
・
徴
用

の
憂
き
目
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
七
月
、

庄
内
藩
に
占
領
さ
れ
た
横
山
村
で
は
、

郷
蔵
米
の
封
印
・
提
供
を
命
じ
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
中
に
は
困
窮
者
の
た
め
の

食
糧
も
あ
り
、
封
印
を
翌
朝
ま
で
日
延

べ
し
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
二
〇
〇
俵
を

隠
し
、
三
五
〇
俵
だ
け
を
封
印
し
て
対

応
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

戦
時
下
に
両
軍
が
心
を
く
だ
い
た
の

は
、
戦
争
を
有
利
に
進
め
る
た
め
の
民

心
掌
握
で
す
。『
大
石
田
町
史
』
下
巻
に

は
、
戦
時
下
、
庄
内
藩
が
出
し
た
年
貢

半
減
令
や
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
た

檄
文
、
北
陸
道
総
督
府
が
出
し
た
年
貢

半
減
令
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
結
局
、
こ
れ
ら
は
実
現
を
見

て
い
ま
せ
ん
。 

 

「
奥
羽
人
民
告
諭
」
が
出
さ
れ
た
の

は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
二
月
の

こ
と
で
す
。
原
本
は
ふ
り
が
な
付
き
の

印
刷
物
で
す
。
東
北
戦
争
が
終
結
し
、

奥
羽
越
列
藩
同
盟
参
加
諸
藩
の
処
分
が

前
年
十
二
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
官
軍
・

賊
軍
（
政
府
用
語
）
双
方
に
振
り
回
さ

れ
、
戦
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
奥
羽
人
民

の
心
は
、
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
鎮
め
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
新

し
い
中
央
集
権
国
家
を
周
知
さ
せ
る
こ

と
が
、
新
政
府
の
大
き
な
課
題
で
し
た
。

「
奥
羽
人
民
告
諭
」
は
、
ま
さ
に
そ
の

た
め
の
通
達
で
す
。
横
山
村
の
書
写
史

料
は
、
書
き
留
め
帳
簿
の
一
部
で
は
な

く
、
単
独
冊
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新

政
府
の
思
想
と
指
針
に
触
れ
た
奥
羽
人

民
は
、
何
を
感
じ
何
を
思
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 
 
 
 

 

（
山
内 

励
） 

                          

                          

 

〈
史
料
紹
介
〉 

「
奥
羽
人
民
告
諭
」 

〈「奥羽人民告諭」全文〉ふりがな付き。 

原本は、東京大学大学院法学政治学研究科附属近代日本法政史料センター明治新聞雑誌文庫所蔵。 
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山
形
県
は
、
お
い
し
い
く
だ
も
の
が

た
く
さ
ん
採
れ
て
、
そ
の
収
穫
量
が
全

国
上
位
を
占
め
る
も
の
が
多
い
こ
と
か

ら
、「
く
だ
も
の
王
国
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
山
形
県
で
採
れ
る
く
だ
も
の
に

は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
西
洋
ナ
シ
・
ブ
ド

ウ
・
リ
ン
ゴ
・
モ
モ
・
カ
キ
な
ど
の
果

樹
の
ほ
か
、
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
な
ど
の

果
菜
が
あ
り
ま
す
。 

 

山
形
県
が
「
く
だ
も
の
王
国
」
と
な

れ
た
の
は
、
気
候
が
果
樹
の
休
眠
期
の

経
過
や
発
芽
・
開
花
に
適
し
て
い
て
安

定
し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
や
、
昼
夜
の
温

度
格
差
が
果
実
の
着
色
・
糖
分
蓄
積
を

増
す
な
ど
の
良
い
環
境
に
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
え
て

明
治
以
来
の
改
良
・
開
発
な
ど
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
来
た
勤
勉
な
県
民
性
が

あ
っ
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
横

山
昭
男
編
『
山
形
県
謎
解
き
散
歩
』
）
。 

 

今
年
四
月
、
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
む
尾

花
沢
ス
イ
カ
を
支
え
る
み
ち
の
く
村
山

農
業
協
同
組
合
と
尾
花
沢
市
の
関
係
者

が
、
ス
イ
カ
の
歴
史
を
調
べ
る
べ
く
資

料
を
求
め
て
来
室
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
資
料
を
基
に
、
ス
イ
カ
を
例
に
、

「
く
だ
も
の
王
国
」
へ
の
あ
ゆ
み
を
た

ど
っ
て
み
ま
す
。 

 

ス
イ
カ
（
西
瓜
・
水
瓜
）
が
日
本
に

入
っ
た
の
は
十
六
世
紀
頃
と
言
わ
れ
ま

す
。
以
前
の
ス
イ
カ
は
、
果
実
の
ほ
か

種
子
も
食
用
と
す
る
も
の
で
し
た
が
、

明
治
期
に
現
在
の
果
肉
用
が
移
入
さ
れ

ま
し
た
。 

山
形
県
内
で
は
、
明
治
七
（
一
八
七

四
）
年
の
「
酒
田
縣
治
一
覧
表
」
や
翌

年
の
「
鶴
岡
縣
治
一
覧
概
表
」
の
「
物

産
」
欄
に
ス
イ
カ
の
名
前
が
見
え
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
産

物
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
殖
産
興
業

を
進
め
る
明
治
政
府
は
、
畑
作
経
営
に

お
い
て
も
欧
米
諸
国
か
ら
新
し
い
も
の

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
、
各
地
に
外
国

品
種
を
交
付
し
て
栽
培
を
勧
め
ま
す
。

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
山
形
県
令

三
島
通
庸
は
、
新
品
種
の
ス
イ
カ
の
種

子
を
勧
業
寮
か
ら
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

〈
統
計
資
料
〉 

「
く
だ
も
の
王
国
」
へ
の 

あ
ゆ
み 

〜
ス
イ
カ
〜 

〈「奥羽人民告諭」書写史料〉山形大学附属図書館所蔵寺崎家文書。本文 8 ページのうち 1～3 ページ。 
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こ
の
時
期
導
入
さ
れ
た
作 

物
は
、
そ
の
後
、
山
形
の 

千
歳
園
内
栽
培
試
験
場
で 

試
作
が
続
け
ら
れ
ま
す
が
、 

果
樹
や
果
菜
類
が
軌
道
に 

乗
る
の
は
し
ば
ら
く
後
の 

こ
と
で
す
。
山
形
県
農
商 

課
の
『
明
治
十
五
・
六
年 

度
勧
業
年
報
』
に
は
、
試 

験
場
に
お
け
る
ス
イ
カ
栽 

培
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い 

ま
す
が
、
栽
培
の
難
し
さ 

が
う
か
が
え
ま
す
。 

ス
イ
カ
の
作
付
面
積
と 

収
穫
量
が
統
計
書
に
現
れ 

る
の
は
明
治
四
十
二
（
一 

九
〇
九
）
年
の
数
値
か
ら 

で
す
。
当
時
は
飽
海
郡
と 

東
置
賜
郡
が
面
積
の
半
分 

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
野
菜
生
産
は
、
依
然
と

し
て
ダ
イ
コ
ン
が
主
で
す
が
、
ス
イ
カ

は
、
こ
の
間
に
著
し
く
増
加
し
ま
す
。

そ
の
後
、
ス
イ
カ
は
ネ
ギ
・
マ
ク
ワ
ウ

リ
な
ど
と
共
に
商
品
性
を
高
め
ま
す
が
、

戦
争
が
激
化
し
食
糧
事
情
が
悪
化
す
る 

                   

と
、
生
産
減
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。 

戦
後
、
ス
イ
カ
生
産
も
復
活
し
ま
す

が
、
荻
袋
開
拓
地
の
接
ぎ
木
苗
試
作
か

ら
始
ま
っ
た
尾
花
沢
ス
イ
カ
は
、
昭
和

四
十
年
代
か
ら
頭
角
を
現
し
、
昭
和
四

十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は
ス
イ
カ
組

合
を
一
本
化
し
て
生
産
を
伸
ば
し
ま
す
。 

                   ス
イ
カ
の
作
付
面
積
と
収
穫
量
の
表
は
、

そ
の
あ
ゆ
み
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

ス
イ
カ
に
限
ら
ず
、
作
物
づ
く
り
に

は
、
生
産
者
や
地
域
の
並
々
な
ら
ぬ
努

力
が
あ
り
ま
し
た
。「
く
だ
も
の
王
国
」

へ
の
あ
ゆ
み
に
は
、
そ
の
多
く
の
思
い

が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
山
内 

励
） 

（
山
内 

励
） 

                         

山
形
県 

県
史
だ
よ
り 

第
二
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
一
日
発
行 

 

編
集
・
発
行 

 
 

山
形
県
総
務
部
学
事
文
書
課
分
室 

 
 

 

県
史
資
料
室 

 

〒
九
九
一
―
八
五
〇
一 

 
 

寒
河
江
市
大
字
西
根
字
石
川
西
三
五
五 

 
 

 

村
山
総
合
支
庁
西
庁
舎 

 
 

電
話 

〇
二
三
七
―
八
三
―
一
二
一
五 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
三
七
―
八
三
―
一
二
一
六 

〈スイカの生産〉上はスイカの作付面積、下は収穫量。『山形県統計書』

『山形県統計年鑑』『山形農林水産統計年報』より作成。清藤尚一氏資料

参照。「山形県」は 1909～2012 年、「尾花沢」(現、尾花沢市域)は 1926
～2006 年の数値。この間の空欄部分は資料未見。単位は「反」「貫」を「ha」
「t」に換算して統一。 

⑧ 

〈栽培試験場記録〉『明治十五・六年度勧業年報』。 

 

西
瓜
栽
培
（
明
治
十
六
年
度
） 

 

四
月
十
三
日
、
地
一
坪
ニ
一
茎
ノ
割
ヲ
以
テ
、

径
尺
深
三
寸
強
ノ
穴
ヲ
穿
チ
、
人
糞
ヲ
用
イ
土

ヲ
覆
ヘ
、
凸
状
形
ノ
処
ニ
種
子
三
四
粒
ツ
ヽ
ヲ

下
セ
リ
、
六
月
七
日
ニ
至
リ
、
之
ヲ
検
ス
ル
ニ
、

大
概
腐
敗
ニ
帰
シ
、
発
芽
ス
ル
モ
ノ
僅
ニ
二
三

茎
ニ
過
キ
ス
、
因
テ
再
ヒ
播
種
セ
シ
ニ
、
同
十

八
日
ニ
至
リ
発
生
ス
、
其
後
旱
天
ノ
為
メ
ニ
土

地
乾
燥
、
発
育
十
分
ナ
ラ
ス
、
因
テ
六
月
廿
日
、

水
ヲ
灌
キ
テ
枯
槁
ヲ
防
キ
タ
リ
、
同
二
十
九
日

ニ
至
リ
テ
、
始
テ
花
ヲ
見
ル
、
然
レ
ト
モ
其
発

育
十
分
ナ
ラ
サ
リ
シ
カ
、
九
月
三
日
ヨ
リ
三
昼

夜
ノ
降
雨
ア
リ
テ
、
為
ニ
大
ニ
生
意
ヲ
挽
回
シ
、

漸
ク
ニ
暢
茂
セ
リ
、
十
月
五
日
、
菓
実
成
熟
セ

ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
摘
ミ
取
リ
タ
リ
（
略
） 


